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 2015 年度の塩原ゼミは僕が特別研究期間をいただいたため、7 期生のみなさんだけで開

講されることになりました。そのうえ就職活動のスケジュールが遅くなったため、卒業論文

指導に取り組む時間が大幅に削がれてしまいました。こうした事情から今年度のゼミ活動

では、みなさんの負担をなるべく減らしたいと思っていました。けれどもみなさんの努力の

おかげで、フィールドワーク、フィールドトリップ（ゼミ合宿）、入ゼミ関係、OBG会など、

例年通りの充実した活動になりました。特にフィールドワークでは、鶴見よる教室は「居場

所」としての落ち着いた雰囲気が出てきて、市立川崎高校定時制との関わりという新たな活

動も始まりました。僕自身が諸事情で、現場にあまり行けなかったのが残念です。みなさん

の取り組みは、8期生のみなさんにきっと受け継がれていくと思います。 

 そして、卒業論文研究です。就職活動のスケジュールのこともあるので、なんとか全員に

提出してもらえれば、くらいに考えていました。しかしこの論文集を読めばわかるように、

どの研究成果も、読めば書き手の人柄が頭に浮かんでくるような、個性的で水準の高いもの

になったと思います。みなさんの論文の完成にメドがたってきた時期がやはり例年より遅

くなったため、『政治学研究』への推薦は残念ながら見送らせていただきました。しかし、

それはみなさんの研究成果の質が低いためでは決してないことを明記しておきます。 

 2015年度は、日本でも世界でも、現代史的にみて重要な出来事がいくつも起こった 1年

間でした。そのような時期に学生生活を過ごしたことが、みなさんの人生にとって何を意味

するのかはまだ分かりません。ひとつだけ言えること、それは、社会はますます複雑になっ

ており、その複雑な社会で自分らしく生きるためには他者への想像力を磨くことが必要な

のだという、みなさんに何度も繰り返し伝えてきたメッセージです。なぜなら自分の居場所

を必要としない人間などいませんし、その場所はつねに他者と共有されているのですから。

その他者が目の前にいようが地球の反対側にいようが、かれらがいまどんな状況にいて何

を思っているのかを少しでも多く知ろうとしなければ、僕たち自身の居場所は時代の流れ

に呑まれて、たちまち劣化していってしまうのですから。他者を「ほんとうには」知ること

はできないのだという事実を直視しながら、絶望せずになお知ろうしつづけることでしか、

自分自身についてより深く理解することはできないのですから。 

 健康にはくれぐれも気を付けて、そして心にゆとりをもって、楽しく日々を過ごしてくだ

さい。これまで本当にありがとう。さようなら。 
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